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萩市中津江認知症高齢者グループホームなごみ事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
毎月事業所だよりを発行され、利用者の様子や行事等の写真とともに家族に送付して状況を伝えておられます
家族から事業所だよりに２か月先までの行事予定を書いてほしいとの要望や、コロナ禍で面会が制限される中、オ
ンライン通話の提案が寄せられ、直ちに対応しておられ、家族の安心を得られるなど、家族の意見や要望を大切に
されて運営に反映させておられます。管理者は、月１回の職員全体会議やユニット会議等で職員の意見や提案を
聞いておられ、職員の休憩室に個別ロッカーを設置され快適な環境づくりを行っておられる他、「職員のストレスア
ンケート」の結果から、ゆとりをもって利用者と関わるために接遇目標を決めて、全職員で取り組んでおられるなど、
出た意見や提案を運営に反映させておられます。外出が制限される中、中庭やベランダでの活動で外気に触れる
機会を少しでも確保されて、利用者の気分転換を図る取り組みをしておられます。

山口県萩市大字椿東315-6所在地

特定非営利活動法人　やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク

評価結果市町受理日令和2年7月17日 令和2年12月17日

1  自己評価及び外部評価結果

3570400410

法人名 社会福祉法人　萩市社会福祉事業団

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 　三食調理を実施する中で、食材買出しでの食材選択、食事前の下拵えや調理、盛り付けや配膳、食後の片付け
等を利用者と一緒に行っている。食を通じて日常生活の中に役割があり、「できること」を実践することで意欲の向
上にも繋がっている。献立については、旬な食材や地産地消を取り入れながら、嗜好品として「私の選んだメ
ニュー」を取り入れながらの作成を行っている。
　家族参加の交流行事では、小旅行や夏祭り、餅つき、忘年会等を開催し、利用者と家族との関係性が継続できる
ように支援している。また、生活が室内だけに留まらないように、地域へ外出する機会を持つようにしており、自宅や
馴染みのある場所への外出だけではなく、地域行事への参加、外来受診や買い物など、地域との関係性において
も継続できるようにしている。

山口県山口市吉敷下東３丁目１番１号　山口県総合保健会館内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

聞き取り調査実施日 令和2年8月18日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

所在地

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

58
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある

1. 毎日ある

65

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

64
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる

1. ほぼ全ての利用者の

57

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

59 利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

1. ほぼ全ての利用者が

66
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている

61
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

69

63
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

62
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている

60



萩市中津江認知症高齢者　グループホームなごみ

自己評価および外部評価結果 　

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

外部評価

実践状況

地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所理念をつくり事業所内に掲示している。年
度初めの職員全体会議において理念につい
て具体的に話し合いをしている。全職員が共
有して、日々のケアの中で常に理念に立ち返
り実践につなげている。

地域行事（RUN伴、清掃活動や盆踊り大会、
七夕祭り、保育園児との交流等）に参加し、
地域住民と交流する機会を継続している。ま
た、地域商店へ日常的な買い物として、食
材や日用品等の買い物に出掛けている。
なごみ避難訓練では、地域住民の参加だけ
ではなく、二次避難場所として公会堂を活用
する等、様々な場面で地域との関わりを持つ
ようにしている。

利用者と職員は一緒に、地域の清掃活動に
参加している他、RUN伴や市の七夕祭りへの
参加と貼り絵作品の出展をし、地域の人と交
流している。保育園に出かけて園児と交流し
ている。地域のボランティア（傾聴、お話し、
草取り、ギター演奏）の来訪があり交流してい
る。（コロナ禍でR2年４月から休止している。）
県立大学や萩看護学校の実習を受け入れて
いる。近所の人から野菜の差し入れがあった
り、事業所の餅つき行事の時には地元自治
会から臼と杵を借りている他、近隣の散歩や
買物時には近所の人と気軽に挨拶を交わし
ているなど、事業所は地域の一員として日常
的に交流している。

見学や申込には随時対応するようにしてお
り、相談に対して適宜助言等行っている。運
営推進会議内でも地域からの相談等あれ
ば、会議内で検討するようにしている。
徘徊高齢者を保護した際、地域住民と協同
し、家族への引渡しを行なった。

自
己

外
部

項　　目
自己評価

年度始めの職員全体会議の中で、理念と事
業計画について全職員に周知している。理
念は玄関や広報誌、事業計画は就業システ
ム前に掲示しており、常に意識付けできるよ
うにしている。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



萩市中津江認知症高齢者　グループホームなごみ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

4 （3） ○評価の意義の理解と活用
運営者、管理者、職員は、自己評価の及び外部
評価を実施する意義を理解し、評価を活かして具
体的な改善に取り組んでいる。

5 （4） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

6 （5） ○市町との連携
市町担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる

7 （6） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

利用者2名（ユニットから1名ずつ）、家族4
名、萩市高齢者支援課、萩市地域包括支援
センター、萩市社会福祉協議会、中津江地
区町内会長、県営住宅管理人、地区消防分
団員、グループホーム管理者及び職員が出
席し、奇数月第4木に定期開催している。家
族の意向にて、萩市総合福祉センターの見
学会を実施した。

会議は年６回開催を予定していたが、うち３回
はコロナ禍で、会議資料と意見記入用の返信
用封筒を送付をしている。利用者の状況や行
事予定と報告、避難訓練、熱中症対策、事故
報告、外部評価などについて協議している。
メンバーからの要望で家族との面会をオンラ
インにしている他、新しい市総合福祉セン
ターの見学を兼ねて運営推進会議の開催場
所にするなど、そこでの意見をサービス向上
に活かしている。

管理者は、職員に評価の意義を説明し、評価
のための書類を配布して、全職員が記入した
ものをまとめ、その後回覧している。職員は評
価を日頃のケアを振り返る機会と捉えている。
前回の評価結果を受けて、急変時に備えて、
看護師による初期対応の訓練回数を増やす
など、具体的な改善に取り組んでいる。

自己評価表を全職員に配布し、各自記入す
る中で職員の思いや取り組みを管理者が取
りまとめている。
日頃の業務や実践内容を振り返る良い機会
となっている。

萩市高齢者支援課、萩市地域包括支援セ
ンター職員が運営推進会議に参加してお
り、会議内や議事録持参した際に、情報交
換や相談等行っている。また、介護保険申
請や主治医意見書の取り寄せ手続き等、介
護保険課訪問時にも情報交換を行ってい
る。

市の担当者とは、運営推進会議時や電話、
直接出かけて情報交換や申請内容と手続
き、運営上の疑義、市のサービス、困難事例
の相談を行い助言を得ているなど、協力関係
を築くようにしている。地域包括支援センター
職員とは、電話や運営推進会議時に情報交
換し連携を図っている。

身体拘束マニュアルあり。身体拘束廃止部
会を毎月1回開催し、不適切なケアが行われ
ていないか、身体拘束廃止に向けた各職種
での役割等話し合っている。身体拘束を行
わないケアの取り組みについて、所内研修
を行い、意識付けを行なっている。玄関施錠
はしていないが（夜間帯除く）、安全管理上、
玄関チャイムを設置している。ユニット間での
移動についても、自由かつ安全に行き来で
きるよう、見守りや声掛けを行っている。
職員のストレスについても焦点を当て、ストレ
スを溜め込まずにゆとりを持って関わりを持
てるよう、職員間で話し合う場を持った。

マニュアルを基に内部研修を実施し、職員は
身体拘束について正しく理解し、拘束のない
ケアに努めている。月１回「身体拘束廃止部
会」を開催し、不適切なケアが行われていな
いかを話し合っている。スピーチロックについ
ては、管理者がその都度指導し、職員間でも
注意し合っている。昼間施錠せず、出かけた
い利用者に気付いた時は、職員が一緒に出
かけて気分転換の工夫をするなど、身体拘束
をしないケアに取り組んでいる。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



萩市中津江認知症高齢者　グループホームなごみ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

9 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

10 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

11 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等からの相談、苦情の受付体制や
処理手続きを定め周知するとともに、意見や要望
を管理者や職員ならびに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

所内研修において、高齢者虐待防止法につ
いて研修している。虐待防止の意識を持ち、
不適切なケアが行われないように、利用者へ
の声掛けや関わり方など職員間でも話し合う
ようにし、抑制・拘束のないケアに取り組んで
いる。

両制度の活用利用者はいないが、制度に対
する知識を持てるように所内研修を行なって
いる。研修を継続しながら、理解を深めてい
きたい。

契約は管理者もしくは計画作成担当者が対
応し、契約事項や重要事項について、十分
説明を行うようにしている。説明事項も多く、
利用者・家族等からの不安や疑問には、適
宜説明を行い、納得の上で署名・捺印をい
ただくようにしている。
契約解除に至る場合にも、説明と話し合いを
持ちながら解除を行うようにしている。

契約時に苦情や相談の受付体制、第三者
委員、苦情処理手続について家族へ説明し
ている。玄関に、苦情目安箱を設置し、意見
を出してもらえるような環境作りに努めている
が、苦情等はない。
面会時だけではなく、運営推進会議や家族
交流行事へ参加してもらう中で、意見や要望
などを直接伺うようにしている。遠方の家族
については、お便りや電話で交信するなど
情報交換を行うようにしている。

第三者委員を置き、契約時に相談や苦情の
受付体制や処理手続きについて、利用者と
家族に説明している。運営推進会議時、面会
時、行事参加時、電話などで、家族からの意
見や要望を聞いている。毎月発行している事
業所だよりに、２か月先までの行事予定を書
いてほしいと要望があった他、コロナ禍の中、
オンライン通話の提案があリ、直ちに対応して
いるなど、意見や要望を運営に反映させてい
る。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



萩市中津江認知症高齢者　グループホームなごみ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

12 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

13 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

14 （9） ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

月1回の全体会議やユニット会議を通じて、
職員からの意見を求めるようにしている。職
員への情報周知については、職員用回覧を
活用し、各自が確認できるようにしている。ま
た、半年に1度、管理者と各職員と個別にて
面談を行いながら、意見を聞く場を設けてい
る。

月1回の職員全体会議やユニット会議、５つ
の部会会議（リスクマネジメント、広報、行事、
調理献立、身体拘束廃止）、年２回の個人面
談等で、職員の意見や提案を聞く機会を設け
ている他、管理者は日常業務のなかでも職員
が意見を言いやすいような雰囲気づくりに努
めている。職員の休憩室に個別ロッカーを設
置し、快適な環境づくりを行う他、「職員のスト
レスアンケート」の結果から、ゆとりをもって利
用者と関わるための接遇目標を決め、申し送
り簿に印字しているなど、意見や提案を運営
に反映させている。

職員の希望休や有給休暇が取得しやすいよ
うに勤務調整を行なうようにしている。GH内
部会やユニット担当では、得意な分野で能
力が発揮できるように調整している。
職場環境の改善について意見あり、職員
ロッカーの設置について検討している。

外部研修においては、職員の希望や経験に
応じて参加しており、知識や技術のスキル
アップ、他施設職員との情報交換、資格取
得につながるよう支援している。
所内研修においては、講師を職員間で担当
し資料作成を行うなど自己学習の場にもなっ
ている。

外部研修は、職員に情報を伝え、段階や希
望に応じて勤務の一環として参加の機会を提
供している。市医師会主催の「救急対応・心
肺蘇生の仕方」に２名、グループホーム協会
主催の研修に３名、認知症対応型サービス事
業開設者研修、計画作成担当者研修に２名
参加している。受講後は復命書を提出し、職
員全体会議で報告して、全職員が共有できる
ようにしている。資料はいつでも閲覧できるよ
うにしている。内部研修は、年間計画を立て
て月１回、管理者や看護師、職員が講師と
なって、プライバシー保護、緊急時の対応、
認知症の理解、身体拘束などのテーマで開
催している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

15 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
16 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

17 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

18 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

19 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

山口県宅老所・グループホーム（以下GH）
協会へ加入し、研修会へ参加することで、管
理者が協会理事を務めている。研修会へ参
加する中で、施設見学や研修会に参加し、
スキルアップだけではなく、他GHとの情報交
換等を行っている。
認知症啓発イベントRUN伴へ参加し、福祉・
医療関係者と幅広く交流する機会を作った。

自宅での様子や他サービス利用時の様子を
聞き、必要に応じて、入居前には在宅訪問
やサービス利用時の状況把握を行いなが
ら、要望や不安などしっかりと聴くようにして
いる。希望に応じてショートステイを利用して
もらう等、新たな生活での不安解消に努める
ようにしている。

家族とのコミュニケーションを積極的に行い
ながら、在宅での生活状況を伺う中で、困っ
ている事や不安な事をしっかり聴くようにして
いる。事業所としての出来る事・出来ない事
を伝え、事業所からの支援だけではなく、家
族にも協力を求めながら、家族との関係性を
作るようにしている。

実情や要望を聞く中で、緊急性がある場合
は必要に応じて他施設の情報や空室状況
等を確認し情報提供するようにしている。情
報提供した際には、担当ケアマネと連絡を
取り情報共有するようにしている。

生活歴を把握し、『できること・好きな事・やり
たい事』を見極めながら、家事全般（調理や
洗濯、掃除など）において、一緒に行う事で
同じ時間を共有し、利用者の力が発揮でき
るように支援している。喜怒哀楽の感情も共
有しながら、家族のような関係作りに努めて
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

21 （10） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

22 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

23 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

家族交流行事として、遠足や夏祭り、忘年会
等を企画している。七夕の作品作りでは面
会時に家族と一緒に作品作りを行うなど、利
用者対家族対職員との関係性を維持出来る
ようにしている。
日用品等の生活に必要な物品を持参しても
らったり、散髪での外出や必要時の受診に
は付き添ってもらうなど、共に支える関係作り
が出来ている。

行きつけの美容院、スーパーや飲食店、係り
つけ医など馴染みの場所との関係性も継続
できるようにしている。また、自宅やその周辺
等思い入れのある場所への外出支援を積極
的に行っている。また、家族や親戚、友人等
の来訪があり、面会だけではなく電話や手
紙、葉書や年賀状での交流を継続すること
で、馴染みの人と関わる機会も継続できるよ
うにしている。

家族の面会や親戚の人、同級生、職場の同
僚、近所の人の来訪がある他、電話や手紙で
の交流を支援している。馴染みの美容院の利
用、化粧品店や商店の利用、一時帰宅など
の支援をしている他、家族の協力を得ての一
時帰宅、墓参り、孫の結婚式への出席、外
出、外泊など、なじみの人や場所との関係が
途切れないよう、支援に努めている。

性格や個性に配慮した座席位置やレク活
動、家事等を行なっているが、、一人一人の
個性や主張が異なる為、トラブルになること
もある。その中でも、利用者同士の関係性を
上手く保てるように、職員が間に入り、双方
の不安・不満解消に努めるようにしている。
気の合う仲間で散歩や外出に出掛ける等、
気分転換も図るようにしている。

サービスの利用が終了した後も、相談や支
援にあたれることを伝えている。必要に応じ
て、退去先へ訪問し経過を見守るなど関係
を断ち切らない支援を行うようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
24 （11） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

25 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

26 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

コミュニケーションを取る中で、利用者一人
ひとりの思いや希望、意向について把握す
るようにしている。中でも、居室の環境作りに
ついては出来る限り意向に添えるように工夫
するようにしている。
入居前には、本人・家族・サービス担当者・
ケアマネージャー等から生活歴やADL、健
康状態などの情報を収集し、意向の把握に
努めている。

入居前に自宅訪問をして、これまでの暮らし
方や趣味、意向を「基本情報シート」に記録し
てアセスメントしている他、日々の関わりのな
かでの利用者が発した言葉や行動、表情な
どを「日々の記録」に記録して、思いや意向
の把握に努めている。困難な場合は家族に
聞きながら、職員間で話し合い本人本位に検
討している。

利用者一人ひとりの生活歴やサービス利用
状況、病歴等について、本人や家族、各種
関連機関等から情報を収集し把握するよう
にしている。
自宅での生活環境になるべく近づけるよう、
事前に自宅訪問にて環境把握するようにし
ている。仏壇や畳、椅子・テーブル、ミシン等
の設置も行っているまた、食事の習慣等にも
配慮し、毎朝食べる習慣のある食事や夕食
時の晩酌についても入居後も継続して食べ
られるよう支援している。

個々の生活リズム（食事や睡眠、排泄等）を
把握し、その時々の体調やペースに合わせ
て生活出来るようにしている。日常生活の中
で、「できる事」「できない事」を把握しなが
ら、余暇活動や趣味、調理や掃除など「でき
る事」は生活の中で継続して行えるよう環境
を整えている。
心身状態の変化には些細なことでも記録し
ながら、職員間で情報を共有するようにして
いる。
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自
己

外
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27 （12） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

28 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

29 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

30 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

計画作成担当者と利用者の担当職員を中
心に、毎月1回、生活全般のアセスメントを実
施し、状態に変化があればその都度、ケア
に反映できるよう介護計画も現状に即したも
のに変更している。変化がなければ、3ヶ月
毎に見直しを行っているが、新たな課題等
が発生すれば、随時、モニタリングを実施
し、現状に合った介護計画を作成している。

計画作成担当者と利用者を担当している職
員が中心になって、月１回ユニット毎にカン
ファレンスを開催し、本人や家族の意向、主
治医の意見を参考にして職員間で話し合い、
介護計画を作成している。新たにアセスメント
シートの様式を工夫して、利用者の思いを計
画に反映しやすくしている。１か月毎にモニタ
リングを実施し、３か月毎に計画の見直しをし
ている。利用者の状態や家族の意向に変化
があればその都度見直し、現状に即した介護
計画を作成している。

食事や水分摂取量、排泄状況、入浴、バイ
タル測定値等の身体状況や日々の暮らしの
様子等は『介護記録』に記録している。個々
の健康状態、活動の様子、本人の言葉等、
詳細な内容については『日々の記録』として
PC内に記録している。
受診の内容や注意事項等、連絡事項あれ
ば業務日誌へ記録し、申し送りにて職員間
で情報を共有し、カンファレンスやモニタリン
グ時にも活用している。

短期利用型共同生活介護を実施し、利用者
や家族の意向に合わせて短期間利用をする
方もいる。担当ケアマネージャーと連携し、
入居への不安がある利用者や家族の思いに
対応できるよう努めている。

避難訓練では、消防署や地区消防団員、町
内会長、県住宅管理人の協力体制を築いて
いる。また、地区清掃や地区盆踊り大会へ参
加することで近隣住民との関わりも持つよう
にしている。
傾聴ボランティアやギターの弾き語りボラン
ティアとして社会福祉協議会や地域住民の
受入を行っている。
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31 （13） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

32 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

33 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

34 （14） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

入居前の係りつけ医を継続し、馴染みの医
師による医療を継続する方や協力医での医
療を受ける方、訪問診療の方など、利用者
や家族の意向に合わせて医療との関わりを
持てるように支援している。他科受診（眼科
や歯科、皮膚科等）複数科の受診について
も、利用者と家族の意向を伺いながら、必要
に応じて家族の付き添いを依頼している。
受診結果については、適宜家族に報告して
いる。
緊急時にも係りつけ医や協力医と連携し適
切な医療が受けられるように支援している。

本人や家族の希望する医療機関をかかりつ
け医としている。協力医療機関をかかりつけと
している利用者は、月１回受診の支援をして
いる。以前からの医療機関をかかりつけにし
ている利用者は、月２回の訪問診療を支援し
ている。他科受診は事業所が支援し、必要に
応じて家族の協力を得ている。受診時は、「カ
ルテ」を持参し情報提供している。結果は、家
族には電話で伝え、職員には「日々の記録」
に記入し申し送り時に報告している。緊急時
には、かかりつけ医や協力医療機関と連携
し、適切な医療が受けられるように支援してい
る。

契約時に『看取りの指針』に基づいてグルー
プホームでの対応について説明している。
重度化された場合、終末期に対する意向を
確認しながら、主治医や家族との連携を密
に行い、可能な範囲で支援するようにしてい
る。

「重症化した場合の対応および看取りに関す
る指針」に基づいて、事業所でできる対応に
ついて、契約時に家族に説明している。実際
に重度化した場合は、早い段階から家族の
意向を聞いて、主治医、看護師、職員が話し
合い、医療機関や他施設への移設を含めて
方針を決めて共有し、チームで支援に取り組
んでいる。

看護職（デイサービス兼務）の配置をしてお
り、体調不良や急変時には相談・指示を仰
ぎながら、適切な対応が出来るようにしてい
る。
緊急時対応の研修として、看護職による
AEDの使用方法や、吸引器の使用方法に
ついて実技を交えながら、介護スタッフへの
研修を行っている。

入院時には、情報提供書と口答にて情報提
供をしている。入院中は、面会での訪問時
に、地域連携室や病棟、リハ職との連絡を密
に図り、早期に退院できるように体制を整え
ている。また、入院での治療状況を家族と情
報共有するようにしている。
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35 （15） ○事故防止の取り組みや事故発生時の備え

転倒、誤薬、行方不明等を防ぐため、一人ひとり
の状態に応じた事故防止に取り組むとともに、急
変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を
身につけている。

36 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
37 （17） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

リスクマネジメント部会を中心に、事故報告
書やヒヤリハットについて検討をしている。事
故防止策について検討を行った上で、毎月
の全体会議で周知を図っている。『ヒヤリハッ
トの報告件数を増やす』ことを目標に挙げ、
小さな気づきやハットしたことでもヒヤリハット
として挙げ、事故防止につなげている。
所内研修では、応急手当や急変時の初期
対応、AEDの取り扱い、吸引器の取り扱い、
服薬についての研修等を行い、緊急時に対
応できるよう努めている。

事例が生じた場合は、ヒヤリハット、事故報告
書に発生場所や状況、対応、要因を記録して
回覧している。月１回のリスクマネジメント部会
及び職員全体会議で再度話し合って検討
し、利用者一人ひとりの事故防止に取り組ん
でいる。内部研修で、緊急時の対応（意識が
ない時、出血、骨折、誤嚥、）、インフルエン
ザ、ノロウイルス、食中毒等を実施し、新たに
看護師を講師とする緊急時の対応回数を増
やしているなど、事故発生に備えている。

・全職員による応急手当や初期対応
の定期的訓練の継続

災害対策マニュアルあり。風水害を想定した
訓練（7月）、火災を想定した避難訓練（10月
/日中想定、3月/夜間想定）を実施してい
る。町内会長、消防分団員、県住宅管理人
の参加にて避難誘導訓練を実施している。
また、火災時の二次避難場所として地区の
公会堂を利用できるようにしてもらう等、地域
との協力体制も築いている。通報訓練、避難
訓練、救出訓練、消化器や散水栓の使用方
法、煙体験等の訓練を行っている。

年２回、消防署や地元消防分団員の協力を
得て、昼夜間の火災を想定した通報、避難、
誘導訓練を実施し、避難経路の確認、消火
器や散水栓の使用方法、煙体験、救出（トイ
レの解錠）訓練を実施している他、年１回、風
水害を想定した避難訓練を、利用者や地域
の人も参加して実施している。自動火災通報
装置を設置している他、火災時の避難場所と
して地区公会堂を利用できるように地域の了
解を得ているなど、地域との協力体制を構築
している。非常用食品など適切に備蓄をして
いる。

身体拘束廃止部会が中心となり、人格を尊
重した声掛けや言葉遣いができるよう研修を
行ったり、不適切なケアや言葉遣いがない
か、ポスターを貼って意識啓発にも取り組ん
でいる。職員申し送り用紙に、尊重した言葉
掛けを実践するように印字し、年間を通じて
取り組みを行なった。
プライバシーの保護や個人情報の漏洩防
止、秘密保持等、個人情報保護の取り扱い
についても所内研修を行っている。

職員は、内部研修で、プライバシーの保護、
認知症の理解などについて学んでおり、利用
者一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応に努めてい
る。身体拘束廃止部会が中心となって全職員
で話し合い、利用者に対して「尊敬語を使っ
て丁寧な対応をしましょう」という接遇目標を
掲げ、申し送り簿に印字して、常に立ち返っ
て対応することに取り組んでいる。記録などの
個人情報は取り扱いに留意し、守秘義務を徹
底している。
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外部評価

実践状況
自
己

外
部
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自己評価

38 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

39 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

40 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

利用者の個人購入品（衣類やエプロン、茶
碗や湯呑みや箸等）について、職員の思い
で購入するのではなく、必ず本人が買い物
に行き、購入品を本人が選択できるようにし
ている。
献立作成時には、『私が選んだメニュー』とし
て希望の献立を募り、嗜好品を取り入れた食
事を提供している。また、朝食時にパンや
ヨーグルト、夕食時にビールや日本酒を希
望されたりした際には、思いに添って提供し
ている。
美容に関してもパーマや毛染めの選択、化
粧品の購入についても自己決定できるように
している。

日常生活の中で、家事全般（調理や食器洗
い、洗濯や掃除等）をそのときの状態に合わ
せて担ってもらっており、無理強いしたり急
かしたりすることなく行っている。起床時間や
消灯時間等は決まっておらず、利用者の生
活リズムに合わせて対応するようにしている。
利用者主体を心掛けているものの、画一的
な活動やスケジュールになったり、職員側の
都合になってしまう場面もある為、職員間で
の意識統一・声掛けが必要と感じる。

行きつけの美容院でパーマや毛染め、カット
に行き、美容師や地域住民と関わる機会を
作り、馴染みの関係性が継続できるようにし
ている。また、自分に合った衣類や髪型の選
択、装飾品や化粧品の使用等、その人に
あった「おしゃれ」が出来るように支援してい
る。男性利用者は髭剃りも自分で行なってい
る。
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41 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

42 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

三食調理を実施しており、献立作成から食
材の買出し、調理、盛り付け等の準備段階
から、食後の下膳や食器洗い等の片付けま
で、出来る所は担ってもらっている。使い慣
れた箸や茶碗や汁椀を使用、意向に合わせ
て、朝食にはパン食やヨーグルト、夕食時に
はビールや日本酒を提供しており、今までの
生活の延長として食事を継続している。ま
た、『私が選んだメニュー』として嗜好品や旬
な食材を取り入れたり、地産地消、ソーメン
流しや餅つき、恵方巻等の季節ならでは行
事食バイキング、おやつ作り等にも取り組ん
でいる。職員も一緒に食事をし、家庭的な雰
囲気の中で食事をしている。

法人の栄養士の指導をうけて献立を作成し、
三食とも事業所で食事づくりをしている。プラ
ンターで育てた野菜（春菊、ネギ、オクラ、トマ
ト、キュウリ、大葉）や差し入れの野菜など旬
のものを使って調理している。月１回の「私が
選んだメニュー」の日を設け、食べたいものや
好みのものを聞いて献立に取り入れている。
利用者の体調によってミキサー食やきざみ食
等形態の工夫をしている。利用者は、食材の
買物、下ごしらえ、米研ぎ、味見、盛りつけ、
後片付けなど、職員と一緒にできることをして
いる。利用者と職員は同じテーブルで会話を
しながら食事を楽しんでいる。おやつづくり
（ホットケーキ、ぜんざい、おはぎ、柏餅、香
煎、チョコバナナ、フルーツポンチ）や季節の
行事食（おせち、恵方巻、ソーメン流し、節分
メニュー、父の日メニュー、敬老の日メ
ニュー、年越しメニューなど）、天ぷらバイキン
グ、ぬか漬けづくり、外食（回転寿司、ファミレ
ス、喫茶店）等、食事を楽しむことのできる支
援をしている。

食事・水分摂取量は『日々の記録』に記録
し、体重の増減や日常の運動量等、健康管
理の指標としている。特に、水分摂取量の少
ない利用者には、ゼリーや果物、かき氷、飲
料の種類や温度を変える等、目先を変えて
摂取しやすいように提供している。食事内容
で禁止食品がある場合には、代替品を提供
し、食事摂取量を確保している。また、体調
や活動状況に応じて、水分摂取回数を増や
す等工夫している。
利用者によっては、米飯をおにぎりやお粥に
したり、ふりかけをかけたり、副菜を食べやす
いよう一口大にカットするなど対応している。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



萩市中津江認知症高齢者　グループホームなごみ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

44 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

45 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

毎食後の口腔ケアを促し、必要に応じて声
掛けや見守り、一部介助、全介助の利用者
もいる。食事中の様子観察も含めて、口腔内
に異常はないか、早期発見に努めている。
義歯を使用している利用者は、夕食後に毎
日、義歯洗浄剤にて義歯消毒を行い、清潔
な口腔環境が保たれるよう支援している。歯
ブラシやコップ、義歯ケースは、週1回、消毒
液にて洗浄している。
適宜、かかりつけ歯科受診も行い、口腔内
環境の清潔保持に努めている。

「日々の記録」内にて、個々の排泄間隔や尿
量を把握し、声掛けや誘導を行いながら、可
能な限りトイレでの排泄ができるよう支援して
いる。また、カンファレンスを行いながら、不
必要なパット等の使用はないか検討しなが
ら、排泄状態に合った紙パンツ・尿取りパット
を使用している。

介護記録の排泄チェック表で排泄パターンを
把握し、利用者一人ひとりに合った言葉かけ
やさりげない誘導をして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援をしている。

排便について「日々の記録」内にて確認しな
がら、排便の状態について職員間で共有す
るようにしている。
排便を促す為に、起床時の冷水飲用や入浴
時の腹部マッサージ、牛乳やヨーグルトやき
な粉を飲食するなど工夫し、水分摂取も細
目に行っている。また、テレビ体操や散歩等
運動を促すようにしている。便秘症状の利用
者は、係りつけ医受診にて緩下剤等を服用
している利用者もいる。看護師による摘便に
て対応するケースもあった。
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46 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

47 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

48 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

服薬マニュアル研修を行っており、飲み忘れ
や誤薬が無いように、処方から服薬確認まで
複数の職員で確認を行うようにしている。一
包化の薬袋には、マーカーにて服薬時間別
にラインするなど、服用間違いがないように
注意している。
薬の説明書をカルテ内にてファイルし、薬の
目的や副作用、用法や用量について確認で
きるようにしている。服薬変更時には申し送り
を行い、情報共有し変化等あれば記録と報
告を行っている。

職員側の都合にて、午前中で1日置きの声
掛けが多く、個々に合わせたタイミングでの
入浴が行えていない。希望により温泉に行っ
たり、入浴剤を選択してもらう、柚子湯や菖
蒲湯など、入浴を楽しめるように工夫をして
いる。体調を考慮しシャワー浴を行うなど、無
理の無いように配慮している。

入浴は毎日10時から１１時３０分までと１４時か
ら１６時までの間可能で、利用者の希望する
時に入浴できる。好みの入浴剤を使ったり、
ゆず湯にして気分転換してゆっくりと入浴でき
るように支援している。入浴したくない人に
は、無理強いせず、時間をずらしたり職員を
交代をしたり、言葉かけの工夫をして対応し
ている。利用者の体調に合わせて清拭、足
浴、シャワー浴、部分浴にし、個々に応じた入
浴の支援をしている。

自室だけではなく、共用空間での椅子やソ
ファーや畳など休息できる場所を多く設けて
おり、体調に応じて休息を促すなどの声掛け
を行なっている。
個々の生活リズムを大切に考え、入眠するま
での時間帯も共有のスペースで利用者同士
TVを見たり、居室にて自由に談笑したりして
いる。安眠を促す上で、寝具や空調にも気を
配っている。
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49 （21） ○活躍できる場面づくり、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

50 （22） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

51 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

自己管理希望の利用者は、家人同意にて所
持し、公衆電話やハガキの購入、買い物時
に利用されている。金銭管理が困難な利用
者は、施設金庫にて管理しているが、必要
に応じて出金している。

生活歴や趣味、その時々の意向を確認しな
がら、楽しみのある生活を支援するようにし
ている。
趣味では、裁縫やミシン、卓球、歌を唄う、ベ
ランダや中庭でプランターを使用しての花や
野菜を作ったり、外へ草取りにも行っている。
また、日常では洗濯物を干したり畳んだり、
掃除やごみ捨て、調理や花の水遣りなど、家
事全般を利用者と職員が一緒に行ってい
る。
余暇活動として、塗り絵や貼り絵、トランプ、
料理やお菓子作りなど、個々の特性を活か
せる活動を担ってもらうことで、活躍できる、
張り合いのある生活を支援するようにしてい
る。

掃除（掃除機を使う、箒で掃く、モップかけ、
手すり拭き）、ゴミ捨て、洗濯物干し、洗濯物
たたみと収納、シーツや枕カバーの交換、布
団干し、食材の買物、食事の準備、後片付
け、おやつづくり、亀の餌やり、プランターで
の野菜づくり、花を生ける、折り込みチラシで
ごみ箱づくり、メニュ―書き、書初め、テレビ・
DVD・CDの視聴、編み物、足ふみミシンを
使って暖簾やマスクを縫う、折り紙、ぬり絵、
貼り絵、切り絵、カルタ、トランプ、お手玉、テ
レビ体操、ボール投げ、歌を歌う、木琴、脳ト
レ（計算、漢字、しりとり等）、室内ボーリング、
室内ゲートボール、ミニ卓球、なごみ大運動
会、保育園児との交流、市の七夕祭り、忘年
会、もちつき、しめ縄と門松づくりなど、活躍で
きる場面を多くつくり、楽しみごとや気分転換
の支援をしている。

その日の希望に沿うことが難しい時もある
が、生活が室内だけにならないように、天候
に応じて周辺の散歩だけでなく、思い入れ
のある場所へのドライブ、季節に応じた外出
として花見や七夕祭り、盆踊り、紅葉狩りや
梨狩りなど継続して実施している。また、自
宅への一時帰宅やお墓参りなど、安心でき
るような外出支援も行なっている。
日常的な外出支援としては、ゴミ出しや買い
物（食材や日用品、個人消耗品等）に週4日
程度、美容院や理髪店、周辺の散歩などに
出掛けている。

週４回の食材の買物、馴染みの美容院や化
粧品店の利用、ポストへの投函、一時帰宅、
近隣の散歩や海辺散策、ドライブ（笠山、越
ケ浜、長門方面、公園等）、初詣で三社参り、
季節の花見（梅、桜）、梨狩り、紅葉狩り、駅の
イルミネーション見学、家族の協力を得ての
一時帰宅、墓参り、孫の結婚式への出席、外
出、外泊など、一人ひとりのその日の希望に
そって出かけられるよう支援に努めている。コ
ロナ禍で、外出が制限されるなか、中庭やベ
ランダでの活動で、外気に触れる機会を少し
でもつくるよう取り組んでいる。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



萩市中津江認知症高齢者　グループホームなごみ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

52 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

53 （23） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

54 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

玄関設置の公衆電話をいつでも使用できる
ようにしており、家族や兄弟、友人へ電話す
る利用者もおり、電話代の両替も希望に応じ
て随時行っている。また、電話の取次ぎにも
対応しており、家族からの連絡で居間や自
室にて話しをされる方もいる。個人持ちので
携帯電話を使用したり、タブレットでのオンラ
イン面会する方もいる。
手紙や年賀状を書く利用者もおり、近隣商
店設置のポストまで一緒に投函しに行くなど
対応している。
友人からの葉書きをファイリングし見易いよう
にしている。

居間や廊下には、季節に合った壁面作りや
行事写真など構成し、中庭やベランダには
テーブルと椅子を配置し、花や野菜、草木な
ど季節感が感じられるようになっている。廊
下には長椅子や個人椅子も設置しており、
気の合う仲間同士で談笑する等、思い思い
に過ごせる居場所の工夫をしている。カメの
水槽もあり動物の好きな利用者に、エサやり
をお願いしている。
居間においては、精米機の音やご飯の炊け
る匂いや調理中の匂い、包丁の音などの生
活感が溢れ食欲をそそる空間がある。
トイレ内は、朝・夕は毎日、汚れた時にはそ
の都度掃除と換気を行い、トイレは清潔に保
たれている。

食堂兼リビングは明るく広く、中庭やベランダ
の季節の花や草木が見えて季節を感じること
ができる。壁面には利用者のぬり絵、貼り絵な
ど季節に応じた作品が飾ってあり、室内や廊
下にはソファや畳台、椅子、机、テレビをゆっ
たりと配置して、利用者が思い思いに自由に
くつろげる場所となっている。台所からのご飯
の炊ける匂いや野菜を切る音で生活感を感じ
ることができる。温度や湿度、換気、清潔に配
慮して居心地よくすごせるような工夫をしてい
る。

共用空間においては、可動式のタンスにて
仕切りを設けてソファーを置くなど、隠れ家
のような空間作りをしている。その中で、テレ
ビを見たり、気の合う仲間同士でトランプや
ゲーム、手作業など行っている。また、テー
ブルやソファー（一人掛け、三人掛け）、季節
に合わせてこたつを配置するなど、思い思い
に過ごせる居場所の工夫をしている。中庭
やベランダにもテーブルと椅子を設置するこ
とで、花や草木を眺めながら、少人数でも過
ごせる空間を設けている。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
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自
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外
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55 （24） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

56 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

階段、居間、居室や浴室、トイレに手すりを
設置、洗濯干場には段差解消にスロープを
設置している。中庭には洗濯物干しを設置し
ているが、安全に使用できるようにしている。
夜間帯は足元灯を設置し、室内履きがス
ムーズに履けるように考慮している。居室前
には表札を設置し、自室が認識できるよう表
示している。

居室空間は自宅に近い環境となるように工
夫している。利用者・家族の希望に応じて、
フローリングや畳、ベットや布団も選択できる
ようにしている。
持参物としては、テレビやＣＤプレイヤーやラ
ジオ、冷蔵庫、テーブルや椅子、タンスや仏
壇、鏡台や姿見鏡、化粧道具、カレンダー
や時計、ミシンなど、馴染みの物で安心でき
る物があれば持参してもらうようにしている。
家族の写真や折り紙を並べたり、居室前の
暖簾も使用していた物を持参するか、好きな
物を自分で購入するか、安心できる居室空
間を一緒に作るようにしている。
食事では湯呑、茶碗、汁椀、箸も使い慣れ
た物を持参し使用してもらっている。

足ふみミシン、こたつ、テレビ、ＣDラジカセ、
CD、机、イス、冷蔵庫、時計、仏壇、衣装ケー
ス、人形、整容道具など、本人が使い慣れた
ものや好みのものを持ち込み、カレンダーや
自作品、お守りを飾って利用者が居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



事業所名 　萩市中津江認知症高齢者グループホームなごみ

作成日：　令和　2　年　12　月　16　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

〇事故防止の取り組みや事故発生時の備え
リスクマネジメント部会を中心に、事故内容やヒ
ヤリハットについて検討をしており、同じような
事故や大事故に繋がらないようヒヤリハットの
報告件数を増やすことを目標に挙げている。今
後も小さな気づきやハットしたことをヒヤリハット
として挙げ、事故防止につなげていく。
部会内研修では、応急手当や急変時の初期対
応、ＡＥＤや吸引器の取扱い等の研修を実施し
ているが、緊急時に適切かつスムーズに対応
できるよう継続が必要。

〇ヒヤリハットの報告件数を増やす
･同じような事故や大事故に繋がらないよう
に、ヒヤリハットの報告件数増加と情報の共
有を行う。
〇研修内容の充実と継続
・緊急時での初期対応や応急処置など、
様々な場面を想定しながら、適切かつス
ムーズに対応できるよう研修を定期的に行
い、全職員が実践力を身につけられるように
する。
・かかりつけ医との連絡や協力体制を継続
し、緊急時の情報伝達が適切に行えるよう
にする。

・リスクマネジメント部会によるヒヤリハット報告
の促しと報告様式の検討。
・年間の部会内研修において、様々な場面を想
定した初期対応や応急手当など緊急時対応に
ついての研修を定期的に実施する。
・看護師の指導による心肺蘇生やＡＥＤの使用
訓練、吸引器の使用方法や感染症対策等につ
いても継続して行う。

2年

2 36

〇災害対策について
風水害や火災を想定した非難訓練を年3回実
施する中で、地域から地区消防分団員や県営
住宅管理人、地区町内会長の協力にて避難誘
導を実施しており、二次避難場所として、地区
公会堂を利用するなど地域との協力体制を構
築している。
消火器や補助散水栓の使用方法について、訓
練を実施しているが、非常時に全職員が適切に
使用できるよう訓練を継続する。
通常の食事については約２～3日分の備蓄はあ
るが、非常用食品の備蓄について再度検討す
る。

〇地域との協力体制の構築と継続
・避難訓練の際に、地区消防分団員や県営
住宅管理人、地区町内会長の協力を得てい
るが、幅広く地域住民からの協力も得られる
ような体制を作る。
・緊急時に地域の協力が得られるように、ま
た地域への協力が出来るような体制を作
る。
・緊急時において、全職員が消火設備の使
用方法について、適切かつスムーズに行え
るよう訓練を継続する。
〇非常用の食品備蓄
・災害時等において必要備蓄食品について
検討する。

・避難訓練の際に、地区消防分団員や県営住
宅管理人、地区町内会長の協力に合わせて、
様々な地域住民からの協力が得られるよう依
頼していく。
・二次避難場所である地区公会堂を活用しなが
ら、災害時での地域の役割についても、運営推
進会議を通じて検討する。
・消防訓練時での消火設備の使用訓練を継続
する。
・非常用の食品について検討し、必要物品の備
蓄を行う。

2年

3 20

〇入浴を楽しむことができる支援
入浴では、柑橘類や入浴剤など楽しめるように
工夫し、午前午後と可能にしているものの、利
用者個々の希望に合わせたタイミングでの入浴
について検討する。

〇入浴も楽しむことができるように支援する
・利用者個々の希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるようにする。
・職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援を行う。

・利用者に入浴についての希望を確認する。
（利用者入浴アンケートを実施し意向を把握す
る）
・利用者個々の希望を叶えられるように、業務
内容の見直しを行う。

1年

【目標達成計画】　

　２．　　目　標　達　成　計　画
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注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。


